
科 目 国語

試 験 日 2月1日

取扱注意

2026年度入試　解答及び配点一覧



科 目 英語

試 験 日 2月1日

取扱注意

2026年度入試　解答及び配点一覧



科 目 世界史

試験日 2月1日

第１問　（32点） 第２問　（34　点） 第３問　（34　点）

問1　　③　　　  　  (2) 問1　　ウィルソン　(3) 問1　　李自成　　　　(3)

問2　　サンピエトロ　(3) 問2　　①　　　　　(2) 問2　  三藩　　　　　(2)

問3　　WASP　    　(3) 問3　　③　　　　　(2) 問3　  ③　　　　　　(2)

問4　　ラテラノ条約  (3) 問4　　移民法　　　(3) 問4　  ネルチンスク　(3)

問5　　ナポレオン　　(3) 　　　(排日移民法) 問5　  新疆　　　　　(3)

問6　　ウィーン　　　(3) 　　  (ジョンソン=リード法) 問6　  ④　　　　　　(2)

問7　　②　　　　　　(2) 問5　　ヴァイマル　(2) 問7　  八旗　　　　　(3)

問8　　④　　　　　　(2) 問6　　④　　　　　(2) 問8　  ④　　　　　　(2)

問9　　未回収のイタリア　(3) 問7　　エーベルト　(3) 問9　　④　　　　　　(2)

問10   ③　　　　　　(2) 問8　　ラパロ条約　(3) 問10　 広州　　　　　(2)

問11   文化闘争　　　(3) 問9　　②　　　　　(2) 問11　 ①　　　　　　(2)

問12   ローマ進軍　  (3) 問10　 山東　　　　(3) 問12　 公行　　　　　(3)

問11　 ③　　　　　(2) 問13　 銀(銀貨)　　　 (3)

問12　 ①　　　　　(2) 問14   ②　　　　　　(2)

問13   委任統治権　(3)

問14　 ワシントン　(2)

取扱注意

2026年度入試　解答及び配点一覧



科 目 日本史

試験日 2月1日

取扱注意

2026年度入試　解答及び配点一覧



科 目 政治・経済

試験日 2月1日

取扱注意

2026年度入試　解答及び配点一覧



2026年度入試　解答及び配点一覧

科 目 物理

試験日 2月1日

取扱注意





化学 ２０２６年２月１日 

 — 化学 1 — 

第１問 8点 

 

解答欄 

ア イ ウ エ 

抽出 再結晶 ろ過 蒸留 

 

第２問 

 

問１ 10点 

解答欄 

 ア イ ウ 

元素の名称 炭素 酸素 ネオン 

価電子数 ４ ６ ０ 

 

 エ オ 

元素の名称 ナトリウム 塩素 

価電子数 １ ７ 

 

問２ 2点 

解答欄 

エ 

 

問３ 4点 

解答欄 

化学式 名称 

O2– 酸化物イオン 



化学 ２０２６年２月１日 

 — 化学 2 — 

第３問 

問１ 3 点 

解答欄 

2C4H10 + 13O2 → 8CO2 + 10H2O 

 

問２ 3 点 

解答欄 

9.0   L 

 

問３ 3 点 

解答欄 

9.0   g 

 

 

第４問  

問１ 6 点 

解答欄 

全圧 水素の分圧 酸素の分圧 

3.0  × 105 Pa 2.0  × 105 Pa 1.0  × 105 Pa 

 

問２ 3 点 

解答欄 

水蒸気 

2.0   mol 

 

問３ 3 点 

解答欄 

2.0  × 105 Pa 

 



化学 ２０２６年２月１日 

 — 化学 3 — 

第 5問 

 

問１ 4 点 

解答欄 

A B 

0.4    mol 0.2    mol 

問２ 3 点 

解答欄 

800   L/mol 

第６問 

 

問１ 完答 2 点 

解答欄 

m n 

1 2 

問２ 3 点 

 

解答欄 

2.0   L2/(mol2･s) 

問３ 3 点 

 

解答欄 

0.024   mol/(L•s) 

 

  



化学 ２０２６年２月１日 

 — 化学 4 — 

第７問 

 

問１ 2 点 

解答欄 

遷移元素 

 

問２ 6 点 

解答欄 

 ア イ ウ 

元素記号 Zn Sn Ni 

元素名 亜鉛 スズ ニッケル 

 

問３ 6 点 

解答欄 

 エ オ カ 

化学式 AgNO3 Ag2O [Ag(NH3)2]
+ 

 

 

 

 

 

  



化学 ２０２６年２月１日 

 — 化学 5 — 

第８問 

 

問１ 6 点 

解答欄 

エタノール アセトアルデヒド 酢酸エチル 

   

 

問２ 4 点 

解答欄 

置換基の名称 相互作用の名称 

ヒドロキシ基 水素結合 

 

問３ 3 点 

 
 

問４ 6 点 

解答欄 

ア イ ウ 

ミセル 疎水 親水 

 

  



化学 ２０２６年２月１日 

 — 化学 6 — 

第９問 

問１ 4 点 

解答欄 

陰極 Ag+ + e– → Ag 

陽極 2H2O → O2 + 4H+ + 4e–
 

 

問２ 3 点 

解答欄 

0.224   L 

 



科 目 生物

試 験 日 2月1日

第1問 36点 配点
問１ ｱ）DNA 2

ｲ）タンパク質 2
問２ ア、ウ 3
問３ ｱ）酵素 2

ｲ）タンパク質 2
問４ イ 3
問５ 4

　　　共通祖先から進化（9字）
問６ ｱ）植物 2

ｲ）二酸化炭素 2
問７ ア、ウ、エ 3
問８ ｱ）呼吸 2

ｲ）同化 2
問９ イ 3

問１０ 4

第２問 31点
問１ ｱ）mRNA 2

ｲ）発現 2
ｳ）エキソン 2
ｴ）イントロン 2
ｵ）酵素 2
ｶ）ヘモグロビン 2
ｷ）コラーゲン 2

問２ セントラルドグマ 4
問３ スプライシング 4
問４ コドン 4
問５ 5

第３問 33点
問１ ｱ）ホルモン 4

ｲ）血液 4
問２ 4

　　　（ネガティブまたは）負のフィードバック
問３

Aの機能部位低下
解答欄 甲状腺 4
その理由 6

Bの機能部位低下
解答欄 視床下部 4
その理由 7

取扱注意

2026年度入試　解答及び配点一覧

アミノ酸の平均分子量110とヌクレオチドの平均分子量は約2.5（2.45）倍差である。また、3つのヌクレ
オチドで1つのアミノ酸を指定していることから、さらにヌクレオチドの方が3大きい計算となる。そのた
め、ヌクレオチド（ｍRNA）の方が7.5倍程度大きい計算となる 。

甲状腺刺激ホルモンが高濃度であることや甲状腺刺激ホルモン放出ホルモン投与後にも甲状腺刺激
ホルモンが投与前より高濃度で分泌されているため、視床下部や脳下垂体前葉の機能は正常である
と考えられ、甲状腺の機能が低下していると考えられる。

甲状腺刺激ホルモン放出ホルモンを投与すると甲状腺刺激ホルモンが分泌されるので脳下垂体前葉
の機能は正常と考えられ、視床下部の機能が低下していると考えられる

光合成はエネルギーを吸収し二酸化炭素と水から有機物と酸素をつくり、呼吸はエネルギーを放出
し、光合成とは逆に、有機物と酸素から二酸化炭素と水をつくる。



科 目 数学Ⅰ

試 験 日 2月1日

大問１ 配点
（1） 5

5

（2） 10

（3） 面積＝6√5 5

5

（4） ①6通り 5

②（平均値）＜（中央値） 5

大問２
（1） ①の解：ｘ< -4　,　6 < x 5

②の解：a < x < a+4 5

（2） a≦-8, 6≦a 10

（3） -7≦ a < -6, 4 < a ≦ 5 10

大問３
（1） 10

（2） 0 < k < 4 10

（3） k = 2 , m = 12 10

取扱注意

2026年度入試　解答及び配点一覧

𝑥3 + 𝑦3 =322

𝑎 >
5

6

内接円の半径 =
3 5

5

𝑚 = −3𝑘2 + 12𝑘

𝑥2 + 𝑦2 =47





取扱注意

2026年度入試　解答及び配点一覧

科 目 数学Ⅰ・Ａ

試 験 日 2月1日

大問１ 配点

（1） 5

5

（2） 10

（3） 面積＝6√5 5

5

（4） 30通り 10

大問２

（1） ①の解：ｘ<-4　,　6<x 5

②の解：a<x<a+4
5

（2） a≦-8, 6≦a 10

（3） -7≦ a < -6, 4 < a ≦ 5 10

大問３

（1） 81通り 8

（2） 8

（3） 8

（4） 6

𝑥2 + 𝑦2 =47

𝑥3 + 𝑦3 =322

𝑎 >
5

6

内接円の半径 =
3 5

5

1

27

1

27

13

27
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